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・・・・アンペアのアンペアのアンペアのアンペアの法則法則法則法則
電流電流電流電流とととと磁場磁場磁場磁場のののの関係関係関係関係

・・・・ファラデーのファラデーのファラデーのファラデーの法則法則法則法則
時間的時間的時間的時間的にににに変化変化変化変化するするするする磁場磁場磁場磁場とととと

起電力起電力起電力起電力

・インダクタンス・インダクタンス・インダクタンス・インダクタンス（（（（コイルコイルコイルコイル））））

先週先週先週先週のポイントのポイントのポイントのポイント
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・・・・磁場磁場磁場磁場（（（（インダクタンスインダクタンスインダクタンスインダクタンス））））
のののの持持持持つエネルギーつエネルギーつエネルギーつエネルギー

・・・・コンデンサコンデンサコンデンサコンデンサ、、、、
インダクタンスをもつインダクタンスをもつインダクタンスをもつインダクタンスをもつ回路回路回路回路
とととと過渡応答過渡応答過渡応答過渡応答
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コイルに流れる電流のコイルに流れる電流のコイルに流れる電流のコイルに流れる電流の
時間変化時間変化時間変化時間変化
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コイルの両端の電圧のコイルの両端の電圧のコイルの両端の電圧のコイルの両端の電圧の
時間変化時間変化時間変化時間変化
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コンデンサに蓄えられコンデンサに蓄えられコンデンサに蓄えられコンデンサに蓄えられ
る電荷の時間変化る電荷の時間変化る電荷の時間変化る電荷の時間変化
（コンデンサの両端の（コンデンサの両端の（コンデンサの両端の（コンデンサの両端の
電圧の時間変化）電圧の時間変化）電圧の時間変化）電圧の時間変化）

電流の時間変化電流の時間変化電流の時間変化電流の時間変化
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では電気容量を接続した回路ではでは電気容量を接続した回路ではでは電気容量を接続した回路ではでは電気容量を接続した回路では
電圧・電流の関係はどうだろう？電圧・電流の関係はどうだろう？電圧・電流の関係はどうだろう？電圧・電流の関係はどうだろう？
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電流は電圧を電流は電圧を電流は電圧を電流は電圧を
時間微分した形になる。時間微分した形になる。時間微分した形になる。時間微分した形になる。



tVmV ωsin⋅=

)
2

sin(
π

ωω +⋅= tCVmI



電流は電圧に対して電流は電圧に対して電流は電圧に対して電流は電圧に対してππππ/2/2/2/2だけ位相がずれだけ位相がずれだけ位相がずれだけ位相がずれ

て進んだ波になっている。て進んだ波になっている。て進んだ波になっている。て進んだ波になっている。
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オームの法則に対してオームの法則に対してオームの法則に対してオームの法則に対してRのののの対応を見ると対応を見ると対応を見ると対応を見ると

R →→→→1/ωωωωC XC=1/ωωωωC



tVm ωε sin⋅=
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誘導素子を接続するとどのようか？
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電流は電圧を電流は電圧を電流は電圧を電流は電圧を
時間積分した形になる。時間積分した形になる。時間積分した形になる。時間積分した形になる。
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電流は電圧に対して電流は電圧に対して電流は電圧に対して電流は電圧に対してππππ/2/2/2/2だけ位相がずれだけ位相がずれだけ位相がずれだけ位相がずれ

て遅れた波になっている。て遅れた波になっている。て遅れた波になっている。て遅れた波になっている。
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オームの法則に対してオームの法則に対してオームの法則に対してオームの法則に対してRのののの対応を見ると対応を見ると対応を見ると対応を見ると

R →→→→ωωωωL XL=ωωωωL


